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２０２２年６月２７日 

一般財団法人自転車産業振興協会 

 

 

欧州自転車業界 持続可能な包装に関する誓約 
 

 

Confederation of the European Bicycle Industry(欧州自転車産業連盟、以下

CONEBI)及び Cycling Industries Europe（欧州サイクリング産業、以下 CIE)は、

プラスチック包装を削減し、サプライチェーンから不要な包装を排除する、欧州

自転車業界全体の取り組みとして「CYCLING INDUSTRY SUSTAINABLE PACKAGING 

PLEDGE（自転車業界の持続可能な包装に関する誓約）」を発している。 

 

CONEBI 及び CIE は「資源不足から気候変動にいたるまで今日の課題に対応する

には意識を高め、行動を変える必要があるとし、サイクリングはより持続可能な

世界に向けて我々を駆り立てており、我々は EU の持続可能性アジェンダを反映

し、強化し、欧州におけるグリーン移行の最前線に立たなければならない」とし

ている。 

 

CONEBI 及び CIE によると、包装量は世界的に増加し続けており、2019 年、EU の

包装廃棄物の量は過去最高の 7,930 万トンに達しており、その 60％が紙、段ボー

ル、プラスチックであった。米国では、プラスチック包装だけで 1,450 万トン以

上の廃棄物が発生している。国連の持続可能な開発目標は、2050 年までに 1 つの

惑星のライフスタイルを維持するために 3 つの惑星の資源が必要になると推定し

ている。これらの増加する廃棄物量は、使い捨てモデル、リサイクル不可能な材

料、プラスチックが自然環境に入ることと並んで、我々の惑星、気候、生物多様

性に多くの課題を生み出している、過剰で不必要な包装設計によって膨らんでい

る。 

 

CONEBI 及び CIE は「欧州自転車業界として我々は今こそ変化の時だと確信して

いる。我々は、新たな循環型経済という欧州委員会の目標に沿った、包装のため

の循環型経済を創造するという共通のビジョンの下に団結している。包装には廃

棄物や汚染からの設計、製品や材料をより長く使用し続けること、システムを戻

して材料と資源の価値を維持し、自然の生態系を保護することが含まれる。包装

コミットメントの署名者は、サプライチェーンパートナーと協力して、2025 年ま

でにすべてのサプライチェーン包装が再利用可能、リサイクル可能、または堆肥
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化可能であることを保証することを約束した」としている。 

 

また「これまでのところ多くの企業や支援業界団体がこのコミットメントを支

持することを決定しており、より多くの企業がすぐに参加することを願っている。

この取り組みは、自転車業界として企業の社会的責任を強化するための重要な一

歩であり、欧州で高いレベルの大志を示していると考えている。我々は心から誓

約に参加することを歓迎する」としており、CONEBI のホームページにはこれを支

持する企業 75 社、業界団体 12 団体が掲載されている。 

 

以 上 

 

 

出所：欧州自転車産業連盟 


